
４
人
の
チ
ー
ム
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
作
業
の
第
１

段
階
で
は
、
燃
料
体
取
出
し
作
業
期
間
中
、

原
子
炉
内
に
燃
料
体
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原

子
炉
を
冷
却
す
る
１
次
主
冷
却
系
３
系
統
の

う
ち
１
系
統
の
み
を
低
速
運
転
し
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
循
環
さ
せ
て
い
ま
す
。

１
次
主
冷
却
系
の
点
検
時
に
は
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
が
循
環
し
て
い
る
配
管
の
あ
る
部
屋
に

作
業
員
が
立
ち
入
る
た
め
、
点
検
開
始
前
に

配
管
内
を
流
れ
る
ナ

ト
リ
ウ
ム
（
約
78
ト

ン
）
を
抜
き
取
ら
な

く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
抜
取
作
業
は
高

低
差
に
よ
る
圧
力
の

違
い
に
よ
り
液
体
を

流
れ
さ
せ
る
仕
組
み

を
用
い
、
２
日
間
か

け
て
配
管
内
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
す
べ
て
受

入
タ
ン
ク
（
写
真
①
）

に
回
収
し
ま
す
。

ま
た
、
点
検
終
了

後
は
、
回
収
し
た
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
電
磁
ポ

ン
プ
（
写
真
②
）
に
よ

り
く
み
上
げ
、
再
び

２
日
間
か
け
て
受
入

タ
ン
ク
か
ら
配
管
内

へ
充
填
す
る
作
業
を

行
い
ま
す
。

こ
の
抜
取
・
充
填

作
業
は
４
人
の
チ
ー
ム
で
機
器
の
運
転
操
作

を
行
い
ま
す
。
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
配
管

の
中
を
流
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
直
接
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
た
め
、
バ
ル
ブ
類
の
操
作
は

計
器
類
が
示
す
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
液
位
（
液
体

の
位
置
）
な
ど
の
数
値
を
監
視
し
な
が
ら
、

操
作
員
同
士
の
手
順
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や

指
差
呼
称
（
写
真
③
）
を
徹
底
し
、
見
え
な
い

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
安
全
に
確
実
に
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
チ
ー
ム
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
り
、
設
備
機
器

類
の
運
転
操
作
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
安
全
・

確
実
な
維
持
管
理
に
向
け
て
運
転
操

作
に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

安全・確実な維持管理のために
1次主冷却系点検におけるナトリウム抜取・充填操作

この研究に携わっている機構職員

2016年入社後、「もんじゅ」の運転管理業務を経て、
現在は、設備点検の仕事に従事しております。
「もんじゅ」内の設備機器類の巡視点検では、故障の早期発見に努め、

定期的な運転により設備に異常がないことを確認しています。さらに、
設備点検ではヒューマンエラーの防止に努めています。今後も、「もんじゅ」
の廃止措置に貢献できるよう運転操作に当たっていきます。

小
こ

林
ばやし

秀
ひ で

治
は る 敦賀廃止措置実証部門

高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部　施設管理課

復水器

図1　高速増殖原型炉もんじゅ概略系統図

写真③　指差呼称

写真①　受入タンク

写真②　電磁ポンプ

1次主冷却系抜取後 1次主冷却系充填後

原子炉容器 1次主冷却系
循環ポンプ

抜き取り

1次主冷却系1次主冷却系
循環ポンプ循環ポンプ
オーバーフローオーバーフロー
コラムコラム

オーバーフローオーバーフロー
コラムコラム

1次主冷却系1次主冷却系
中間熱交換器中間熱交換器

原子炉容器

充填

電磁ポンプ

1次主冷却系
循環ポンプ

1次主冷却系1次主冷却系
循環ポンプ循環ポンプ

1次主冷却系1次主冷却系
中間熱交換器中間熱交換器

受入タンク

受入タンク
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